
キルギス共和国の高等教育機関における
日本語教育実践に関する研究

―「動画制作」を取り入れた授業開発の試み―

西　條　結　人

1．研究の背景と目的

1．1．研究の背景
　国際交流基金（2014）によると、キルギス共和国（以下キルギスとする）における日本語
学習者数は 2014 年 6 月時点で 1054 名であり、2012 年度の調査（777 名）と比較すれば増加
している。しかしながら、学習者の多くが、日本での就職を希望しているものの、日本語を
使う職種への就職には直結しないということも報告されている。また、キルギス国内には日
本語母語話者のコミュニティーも無く、教室内で会話能力向上を重視した日本語授業を受講
しても、教室外で日本人と接触するような環境や機会はほとんどないというのが現状である。
この現状は、福島・イヴァノヴァ（2006）の「孤立環境における日本語教育」の定義に当て
はまると思われる。「孤立環境における日本語教育」とは、「地域内に日本語コミュニティー
がなく、旅行、留学等で日本に行くことも稀で、教室外で日本語との接触のない海外環境に
おける日本語学習環境」のことを指す。孤立環境下の日本語学習者にとっては、コミュニカ
ティブな日本語運用能力を向上させることは、日本語の使用機会も限られ、容易ではない。
　そこで本研究では、上述のような状況下における実践の一例として、「動画制作」を用い
た日本語授業に着目した。動画制作を行い、キルギスから日本語で情報を発信（動画配信）
することをきっかけとし、視聴者となる日本語母語話者や、世界の日本語学習者との日本語
を用いた接触機会の増加が考えられる。動画制作という手法を用いて、キルギス国内の「孤
立環境」下にある日本語学習環境の改善も期待される。
　日本語動画作成の取り組みとしては、鵜澤（2015）が挙げられる。鵜澤（2015）はスーダ
ンのハルツーム大学アフリカ・アジア研究所で開講されている日本語授業で動画を作成し、
日本語動画コンテストを行っている。動画は、スーダンの「基本情報」「料理」「習慣」「社
会問題」「昔話」「服装」をテーマとし、学習者がドラマや、ニュース番組、影絵劇、アニメー
ションという手法を用いて作成したと報告している。その結果、鵜澤（2015）は、次の 3 点
の有効な点があると述べている。第一は、学習者自身のレベルが確認でき、作品としても残
ること、第二は学習者にとって身近な話題の教材として利用できること、第三に日本語コー
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スの広報として利用でき、スーダンの紹介材料にもなることである。
　動画制作のように、「学習者が何かの役を演じる」演劇的手法を利用した語学教育の例と
しては、Richard（1981）のドラマ・メソッドがある。ドラマ・メソッドは、ドラマを利用
して外国語を教える教授法で、ドラマに期待される効果として、Richard（1981）は次のよ
うな利点があると述べている。

　　①ドラマは生徒にその言語を使う理由を教えてくれる
　　②ドラマは社会・文化的環境での言語の使い方を教えてくれる
　　③ドラマはコミュニケーションの経験を通じて言語の使い方を教えてくれる
　　④ドラマは劇ができたという満足感を与えてくれる
　　⑤ドラマは学習への自らの動機づけ（self-motivation）を高めてくれる

　また、中山（2003）では、ドラマ作りを取り入れた会話授業を行っている。その結果、「ビ
デオドラマ」制作を取り入れた授業は、グループ内での交流を通じて、「交渉」が生じ、学
習者が意見対立や葛藤という日常生活場面ではできない経験をしながら話し合いを重ねるこ
とができたと述べている。ドラマだけではなく、動画制作についても同様の効果が期待され、
学習者のコミュニケーション能力の向上が期待される。
　先行研究での知見を踏まえ、動画制作授業の利点を次のようにまとめた。

　　①学習者にその言語を使う理由を教えてくれる
　　②社会・文化的環境での言語の使い方を教えてくれる
　　③コミュニケーション経験を通じて言語の使い方を教えてくれる
　　④動画制作が達成できたという満足感を与えてくれる
　　⑤学習への自らの動機づけを高めてくれる
　　⑥動画を作成することにより、学習者の日本語到達度がわかる
　　⑦作り上げた動画は教材として利用することができる
　　⑧テーマによってはキルギスや大学の PR として利用できる
　　　（字幕により日本語がわからない人でも視聴可能）

　また、縫部（1990）は「日本語教育の原点は、日本語を学ぶことを通して日本語能力を伸
ばすと同時に、生き生きと且つ共によりよく生きる力を発達させることにある」と述べてお
り、演劇的手法を取り入れた活動によって、学生が動作や感情を伴って自然に自己表現する
ことを提案している。
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　本研究では、キルギス人日本語学習者による日本語母語話者、日本語学習者へ向けた「ビ
シケク人文大学紹介動画制作」をテーマにした実践を行った。そこで、明らかになった点を
課題として抽出し、今後の「動画制作」実践のあり方について提言したい。
　なお、本研究におけるキルギス人日本語学習者とは、「キルギスに在住し、キルギス国籍
もしくはそれに準ずる資格を有している日本語学習者」とする。

1．2．研究の目的
　本研究の目的は次の通りである。
　第一に「孤立環境の日本語教育」下の高等教育機関において、「動画制作」という手法を
用いて、言語的側面だけではなく、非言語的な側面も重視した目標言語との接触機会を増や
す実践を開発することである。
　第二に、動画制作という実践方法の効果を検証し、キルギスにおける日本語教育への示唆
を得ることにある。

2．授業の開発

　佐野（1995）は言語教育における演劇的活動の活用方法について、「Dialogue を中心にし
た活動」「オープン・エンドのシナリオや社会的ドラマの活動」「上演を目指す活動」「演技
のエクササイズを中心とした活動」の 4 つの活動に分類している。
　本実践で扱う動画制作は、佐野（1995）の「上演を目指す活動」（公開を目指す活動）とし、
シナリオ作成から公開までの一連の活動を日本語学習活動として組み込んだ授業の開発を目
指す。

2．1．授業の構成
　本実践の構成は次の通りである。実践の実施時期は 2016 年 3 月であり、総授業時間は全
8 コマ（1 コマ 80 分）である。
　　①準備：オリエンテーション【1 コマ】
　　　　　　　↓
　　②全体活動：動画分析（スーダン日本語チャンネルの分析）【1 コマ】
　　　　　　　↓
　　③グループ活動：日本語シナリオ作成・シナリオの読み合わせ【2 コマ】
　　　　　　　　　　シナリオのロシア語訳の作成【授業時間外学習課題】
　　　　　　　↓
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　　④グループ活動：動画撮影・編集【2 コマ＋授業時間外】
　　　　　　　↓
　　⑤発表・フィードバック：制作動画視聴・発表会【1 コマ】
　　　＜各グループが制作した動画を発表・学習者間で意見交流＞
　　　　　　　↓
　　⑥フィードバック：授業のまとめとアンケート記入【1 コマ】
　　　　　　　↓
　　⑦学びの成果の公開：「キルギス日本語チャンネル」での公開

2．2．実践内容
2．2．1．実践の対象者
　ビシケク人文大学東洋国際関係学部日本語日本文学科には、東洋文献学（歴史学・言語学）、
異文化間コミュニケーション論、国際関係論、国際経済論の専門研究を行う学生が在籍して
いる。英語が必修外国語で、日本語、トルコ語、アラビア語、ペルシャ語、韓国・朝鮮語の
5 言語の中から、専門研究のための第一東洋言語（主専攻言語）を選択することになっている。
学部で開講されている科目「日本語」は、1 年生から 4 年生まで、習熟度別に A、B の 2 ク
ラス体制で、1 週間に 5 コマ（1 日 1 コマ）で行われている。この科目は、「会話」「聴解」「読
解」「作文」を総合的に行う科目であり、4 専攻（東洋文献学（歴史学・言語学）、異文化間
コミュニケーション論、国際関係論、国際経済論）の学生が同時に集まるのは、この科目の
みである。本実践は 8 日間の日程で行った。
　本実践は、東洋国際関係学部で開講されている学部 3 年生対象の「日本語」A クラスで
の授業内で行った。当該授業は、日本語を第一東洋言語として学ぶ学生が受講する科目で、
3 年生 A クラスの担当教員は筆者である。授業を履修している学習者の情報は次の通りで
ある。

　なお、当該クラスの履修登録者数は 9 名であるが、今回実施した全授業において 1 名が欠
席したため、8 名で実施した。
　学習者の日本語運用能力については、8 名のうち、1 名は日本語能力試験 N2 取得、3 名は
N3 取得、残り 4 名は N3 合格を目指す学生である。

対象クラス 対象人数 専攻分野

学部 3 年生「日本語」
A クラス

8 名
（男性 4 名、女性 4 名）

東洋文献学（歴史学・言語学）、異文化間コミュニケーショ
ン論、国際関係論、国際経済論　
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2．2．2．オリエンテーション
　オリエンテーションでは、学習者に対し、実践の概要と目的を説明した。グループ分けに
ついては、清末（2003）で、ドラマ作りはグループの構成員に負うところが大きいというこ
とが示唆されていた。動画制作においても同様のことが考えられるため、本実践では学習者
の日本語運用能力や性格を考慮し、教師が事前に 2 つのグループに分けた。その結果、第 1
グループについては、N2 取得 1 名、N3 取得 1 名、N3 合格を目指す学生 3 人の 5 名、第 2
グループについては、今回欠席した学習者 1 名を除く、N3 取得 2 名、N3 合格を目指す学生
1 名の 3 名で行った。
　グループ分けを行った後は、制作動画の内容やシナリオ構成を話し合う時間とし、下記の
要領で動画制作を行うように指示した。
　動画視聴者の詳細については、「不特定多数の日本語母語話者もしくは日本語学習者」と
いう聞き手を設定した。これは、作成した動画をインターネット動画サイト YouTube

（https://www.youtube.com）にアップロードし、学外に情報を発信することを想定したこ
とによる。

2．2．3．動画分析（スーダン日本語チャンネル）
　動画分析では、学習者に「大学紹介動画」のイメージを持ってもらうため、インターネッ
ト動画投稿サイト YouTube にアップロードされているスーダン日本語チャンネル（https://
www.youtube.com/channel/UC4INhXaeQhwenUh62ylt8ow）の「【CM】アフリカ　スーダ
ン日本語コース（https://www.youtube.com/watch?v=Z4O4_An3NHA）」を視聴し、分析
の対象とした。対象動画は 2 回視聴した。1 回目は教師から学習者へ助言等はせず、感想を
書いてもらった。2 回目は、教師から動画の「内容」「構成」「言語表現」「情報の取捨選択（情
報量）」等の助言を行い、動画分析を行った。なお、この「動画分析」では全体の意見交流、
情報共有も行う目的があったため、グループ活動ではなく、全体活動として行った。
　その結果、学習者からは「視聴者へのあいさつがあった」「大学のルールや教師を紹介し
ている」「登場する学生が対話形式で進めている」「BGM が用いられている」「日本語コー

・テーマは「ビシケク人文大学の紹介」とする。
・各グループ動画時間は、5 分程度とする。
・動画内での言語は「日本語」のみとする。
　　※ただし一時的に日本語以外の言語を使用するのは許可する。
・撮影場所は問わず、各グループの自由とする。
・グループ全員が話す機会を設けること。
・動画撮影中は台本を見ながら話すことは禁止する。
・動画にはロシア語もしくはキルギス語字幕をつけること。
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スの施設、授業の特徴を説明している」「学生が演技をしながらコースの説明をしている」
等の発言があった。

2．2．4．シナリオ作成・シナリオの読み合せ
　シナリオ作成はグループ活動とし、前述の 2 つのグループに分かれて活動を行った。その
後、グループで 1 つのシナリオを作ることを指示した。学習者は日本語もしくは母語（ロシ
ア語・キルギス語）でディスカッションを行うが、シナリオ執筆は日本語のみとした。シナ
リオ作成を行っている間に、教師は学習者の質問に答えたり、母語と日本語の社会言語学的
差異などの側面から、学習者の言いたいことを日本語に直したり、各グループを巡回しなが
ら机間指導を行った。それぞれのグループが書き上げた原稿は回収し、筆者がネイティブ
チェックを行った。学習者が作成したシナリオについては、資料Ⅰを参照されたい。
　シナリオの読み合わせは、日本語ネイティブチェックしたものを各グループに返却し、グ
ループ内でシナリオの読み合わせを行った。一度、シナリオを読んだ後で、動画を撮影する
際に、セリフを話す学習者以外の学習者の立ち位置や表情、ジェスチャーなどの動作・表情
を確認し、撮影に向けて教室内で練習を繰り返し行った。教師は、シナリオの読み合わせを
行っている際に、感情に合わせたイントネーションやジェスチャー等の指導を適宜行った。
　各グループのシナリオのロシア語訳については、グループ単位で授業外学習課題として与
えた。回収したものは、ビシケク人文大学東洋国際関係学部日本語日本文学科に所属するロ
シア語を母語とするキルギス人日本語教師（日本語能力試験 N1 相当）にネイティブチェッ
クを依頼し、翻訳の正確さ、自然さを確認した。

2．2．5．動画撮影・編集
　動画撮影については、授業時間内もしくは、学生の希望に合わせて、授業時間外で実施す
ることとした。撮影場所については、作成したシナリオに従い、「日本語日本文学科講師控
え室」「日本語日本文学科以外の学科講師控え室（韓国・朝鮮語文学科、中近東諸語文学科、
国際関係学科、歴史学科）」「講義室」「東洋国際関係学部図書館」「大学正面玄関」「大学食堂」

「コンサートホール」「ボランティア・サークル SIDOK の部室」等で撮影を行った。撮影は、
グループごとに行ったが、2 つのグループが一緒に学内を移動し、共通する撮影場所があれ
ば、交互に撮影する方法をとった。これにより、異なるグループの学習者同士で日本語表現
やジェスチャー・表情、立ち位置などの面を指摘し合ったり、アドバイスを送ったりする様
子もうかがえた。
　動画編集については、授業時間外に、学習者の希望を聞きながら、教師と共同で行った。
各グループの動画には、ロシア語字幕と日本語字幕を付け、日本語母語話者や日本語学習者、
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ロシア語話者が動画を視聴しても、内容が理解できるようにした。日本語動画に日本語字幕
を付けたことで、日本語学習者にとっては音声を聞くのみだけでなく、日本語字幕を読むこ
とで、より内容を理解してもらえる点や、また、聴覚に障害のある人々にも、音声が無くて
も内容を理解してもらうことができる点といった観点から日本語字幕版を作成した。

2．2．6．動画視聴・発表会
　「動画分析（スーダン日本語チャンネル）」以降は、動画制作は 2 つのグループに分かれて
行っていることから、グループの異なる学習者同士が交流する機会が無いことになる。その
ため、本実践では、グループでの動画制作後に、2 つのグループが制作した動画を共有し、
意見交流する場として動画視聴・発表会を設定した。これにより学習者間でフィードバック
を行うことが可能となり、学習者主体のコミュニケーション活動機会が増加することや、そ
れぞれのグループが制作した動画を視聴することで、新しい視点を得る機会となることが期
待された。また、発表グループ以外の学習者は、聞き手という立場で制作動画を視聴、グルー
プ発表を聞くため、動画の内容や構成、言語表現等を理解する必要がある。これにより、作
成した動画そのものが学習の手立てとなり、教材として活用できた。
　発表会では、「2 つのグループに特徴があって面白かった」「カメラワークが良かった」「声
が小さかったり、撮影場所の騒音あったりして音声が聞き取れないところがあった」「内容
が似てしまった」「大学についてもっと調査しておけば良かった」「2 つのグループではなく、
今度はクラス全員で動画を制作してみたい」等の意見交流が行われた。
　発表会の後で、動画制作を行った学生を対象にアンケート調査を行い、本実践へのフィー
ドバックを得た。

2．2．7．「キルギス日本語チャンネル」での公開
　本実践で制作した動画は、インターネット動画投稿サイト YouTube の「キルギス日本語
チャンネル（https://www.youtube.com/channel/UC6ay1J-365qQ8TFMxqd1SuA）」で公開
することとした。「キルギス日本語チャンネル」は、ビシケク人文大学東洋国際関係学部日
本語日本文学科が、教育成果の公開と、キルギスの情報発信のために開設したチャンネルで
ある。
　制作動画は、それぞれ「ビシケク人文大学紹介ムービー①（日本語字幕 ver.）（https://
www.youtube.com/watch?v=fYCw9IQtNbE）」「ビシケク人文大学紹介ムービー②（日本語
字幕 ver.）（https://www.youtube.com/watch?v=KachQgBZxX8）」の日本語字幕版、「Доб
ро Пожаловать в БГУ！（часть1）（https://www.youtube.com/watch?v=8eKdhFYZYvE）」
「Добро Пожаловать в БГУ！（часть2）（https://www.youtube.com/watch?v=6fA3IzJTAIw）」
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のロシア語字幕版の計 4 本を 2016 年 4 月に公開した。2016 年 5 月現在、キルギス、日本の
他に、カザフスタンやロシア等、旧ソビエト連邦圏をはじめ、世界中の国で視聴されている
ようである。

3．考　　察

　実践後、筆者は授業の振り返りを記録にまとめ、学習者に授業評価アンケート（資料Ⅱ）
を行った。それらを用いて、今回の授業実践の成果と今後の課題について考察する。

3．1．筆者による振り返り
　筆者による実践の振り返りは次の通りである。
1 ）授業の方法に関する振り返り
　・動画制作実践は、シナリオ作成・シナリオの読み合わせ・撮影と時間がかかる。
　・グループ活動において、積極的な学生が消極的な学生に協力を促し、それぞれの役割を

グループ内で決め、適材適所に振り分けていた。
　・学生の発話量に差が出ていた。
　・授業内で動画を撮影したため、2 つのグループが同一時間に撮影することとなったが、

それぞれが監督、カメラ撮影役、セリフの補助役、環境整備アシスタント等に分かれ、
撮影以外のグループが役割をこなしていた。

　今回の実践では、グループ活動にしたことが、学生にとって良い効果を生み出したが、一
方で受け身の学習者が主体的に取り組むにはどうすればよいか、グループ活動中の教師の役
割を事前に明確にし、入念に計画しておく必要がある。

2 ）授業内容に関する振り返り
　・今回の実践では、動画分析において「聞く」、シナリオ作成時に「話す」「書く」、動画

撮影・編集において「話す」「読む」「聞く」、発表会で「話す」「聞く」ことが必要とさ
れた。つまり、動画制作実践は、「話す・読む・書く・聞く」の 4 技能を総合的に運用
でき、学生が主体的に活動できる実践であった。

　・イントネーションやジェスチャー等は、学生のみでは言語表現に限界があり、教師のサ
ポートが必要である。

　・シナリオを作成する際に、動画のテーマに関する既有知識が無ければ、シナリオを作成
することが難しい。シナリオの作成前に、テーマに関する学習をし、情報を取捨選択す
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る必要があった。

　今回、「スーダン日本語チャンネル」の動画を参考に分析を行ったが、ビシケク人文大学
に関する情報収集を行わなかったために、シナリオ作成に苦慮するグループも見られた。シ
ナリオの作成前に、テーマに関する事前学習をし、情報を増やしておく必要がある。

3．2．学習者による授業評価をもとにした考察
　動画制作実践後、学習者に今回の実践に対する評価をアンケート用紙に母語で記入するこ
とを求めた。以下に、アンケートから得られた感想を「動画制作・成果の公開について」「授
業の進め方について」「グループ活動について」「今後の授業内容について」ごとにまとめる。

1 ）動画制作・成果の公開について
　・YouTube に「キルギス日本語チャンネル」を立ち上げたのは非常に良いことだと思う。

将来、ビシケク人文大学に入学を希望する人のためには良い情報源になる。
　・卒業した学生にとっても、大学紹介動画を見て学生生活を思い出すことができる。
　・動画制作を通じて、私自身の日本語能力が向上したと思う。
　・これからは、もし大学に日本人が来た時に、自身が所属している大学について話すこと

ができる。
　・インターネットには、キルギスやビシケク人文大学の情報は少ないので、このような取

り組みは非常に効果的であると思う。これからも、動画制作を通じてキルギスの良いと
ころを世界中の人々に発信していきたい。

　動画制作・成果の公開については肯定的な意見が目立った。特に、今回設定したテーマで
は、ビシケク人文大学入学希望者への情報提供の手段になりうることや学習者自身の大学生
活の思い出として残る等の意見が挙げられた。

2 ）授業の進め方について
　・授業時間内に動画を撮影することはあまり良くないことのように感じた。
　・それぞれのグループで色々なアイディアを出していくところに一番面白さを感じた。
　・何回もセリフを練習することで、頭の中に記憶として残るため、日本語能力が向上する

と思う。
　・学生がセリフを間違えて話している時には、先生にすぐに訂正してほしい。
　・2 つのグループで同じテーマだったので、違うテーマにするともっと面白いと思う。
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　・グループ内でそれぞれの役割を演じることができた。
　・教室の外に出て日本語を使うことは初めての体験で面白かった。

　授業の進め方については、授業時間内に動画を撮影することは良くないと感想を述べた学
習者がいた。それには、撮影場所の制約（撮影を希望する教室が空いていない）や屋外で撮
影する際に天候に左右される等が考えられる。しかしながら、授業時間内で行うことでの利
点（受講学生が一堂に会する、クラス単位で撮影できる等）も考慮しながら、より良い授業
構成・進め方を今後検討していきたい。

3 ）グループ活動について
　・今回の授業では、2 つのグループに分かれて動画を制作したが、グループ間で同じ情報

にならないように注意することが難しかった。結局のところ、あまり違いのない動画に
なってしまった。

　・グループの仲間と日本語で会話をすることが新鮮で、これからもロシア語やキルギス語
ではなく、日本語で話そうと思う。

　・グループの仲間と一緒にビデオを撮ることができて、とても良かった。
　・シナリオをグループで考え、それをロシア語に翻訳することが面白かった。

　グループ活動については学習者から好評を得た。日本語を使用する動機付けが高まった学
習者も見られたことやクラス内の交友関係の向上にもつながったようである。通常の授業で
も日本語を使用する機会は設けているものの、今回のような動画制作のような場面での日本
語使用は学習者にとって新鮮であったようである。

4 ）今後の授業内容について
　・大学紹介動画の取り組みはとても面白い。これからも動画制作のような授業機会が増え

れば良いと思う。
　・次回の授業では、「日本の侍」や「日本の歴史」「キルギスの学校」「キルギスの大学生

の生活（大学生の 1 日）」を紹介したい。「キルギスの文化」「キルギスの観光」につい
て動画を制作したい。

　・動画制作の授業も良いけれども、普段行っている文法やロールプレイも行いたい。

　上述のように、動画制作授業の機会を増やして欲しい学習者と通常の文法や会話の授業を
並行して行うことも求める学習者もいることが明らかとなった。動画制作実践を「総合的な

－ 129 －

（42）



日本語」の授業として位置付け、会話・作文・読解・聴解の 4 技能のバランスに配慮した授
業をデザインしていきたい。

4．本研究のまとめと今後の課題

4．1．本研究のまとめ
　本研究では、「孤立環境の日本語教育」下の高等教育機関において、動画制作という手法
を用いて目標言語との接触量を増やす実践を開発することを目指した。動画制作は、言語表
現だけではなく、ジェスチャーのような非言語的な側面も同時に学習でき、既習の文法知識
と社会言語学的・語用論的知識をつなげ、それらを結びつける効果があったと思われる。特
に、学習者が主体となって場面設定を考えることで、既習の文法を「どこで」、「どのように」
使えば良いのかを理解しやすくなり、より効果的に習得できるようになると考えられる。ま
た、日本語運用能力の向上だけではなく、グループで日本語や媒介語（ロシア語・キルギス
語）で意見を積み重ね、1 つの動画を制作することを通じて、学習者間の関係性も更に深
まったようである。
　今回、大学紹介をテーマとした実践を行い、学習者からはおおむね好意的な感想を得た。
学習者にとっては、日本語の授業の成果が、学外に向けて公開されたことで、今後の日本語
学習に対して、動機付けが高まったように思われる。学習者の国の文化を発信していきたい
という意欲や姿勢の向上にもつながったようである。

4．2．キルギスの日本語教育への示唆
　本実践で得られた知見は、キルギスの高等教育における日本語教育に対して次の 3 点で貢
献しうるものと思われる。第一は「学外への成果配信の意義」、第二は「学習者主体の日本
語教授法の開発」、第三は「高等教育機関としての社会貢献・還元」である。
　「学外への成果配信の意義」については、キルギスの日本語教育の現状「孤立環境の日本
語教育」からの脱却を図ることである。YouTube などで日本語教育の成果を公開することで、
限られた日本語空間からの脱出と世界の学習者交流ネットワーク構築に繋がると思われる。
特に、成果物を視聴した日本語母語話者や世界中の日本語学習者との接触機会が増え、従来
からの日本語母語話者対キルギス人日本語学習者に加え、キルギス国外の日本語学習者対キ
ルギス人日本語学習者との接触場面の増加も期待される。制作した動画をきっかけとして、
Skype 等のツールを利用し、視聴者のリアクションを生み、情報発信者側と視聴者側の双方
向的な交流機会へとつなげていきたい。これにより、教室内外での日本語接触機会の増加に
つながり、「孤立環境」の改善に繋がると思われる。今回の取り組みにより、スーダンや他
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国の日本語教育機関、学習者との交流が促進され、地域や物理的距離に関係なく、地球規模
での日本語を使った交流が可能になると思われる。また、今回の制作動画には、すべてロシ
ア語字幕を付したことから、日本語母語話者や日本語学習者だけではなく、キルギス国内、
ロシア語圏諸国の視聴者とも交流が促進されることが期待される。
　「学習者主体の日本語教授法の開発」として、川口（2012）の「文脈化」指導の実践が挙
げられる。「文脈化」とは、「特定の文法・語彙項目を指導するとき、その項目が「誰が・誰
に向かって・何のために」使われるものであるか明示すること」である。動画制作において
も、「文脈化」は重要であり、「孤立環境」のキルギスにおいては、それぞれの学習項目の「文
脈化」指導はより重要であると思われる。学習者自身が 1 つ 1 つの学習項目を、文脈の中で
何かの役割を演じながら使用することにより、主体的に日本語を習得することが重要である。
動画制作は、学習者に「文脈化」を意識してもらうための手立てであり、学習者主体の教授
法の 1 つになりうることが考えられる。
　「高等教育機関としてキルギス社会へ貢献・還元」に関しては、今回の動画制作授業では、
インターネットの動画配信サイト YouTube を活用し、社会に広く情報を開示した。このこ
とにより、大学の教育への取り組み・学習成果を社会に発信し、キルギス国内の日本語教育
の普及・充実に貢献することが可能であると思われる。西原（2013）は、日本の大学の国際
化と外国語（日本語）教育の関わりについて、「外国語を学ぶということ自体が、日本語で
なくても、何語であっても、地球的視野の獲得に貢献する」ことと述べている。キルギスの
日本語教育においても同様であり、外国語として日本語を学習することで、国際的視野の獲
得が可能となる。さらには、日本語を使って世界に向けて情報発信することで、学生が、自
文化とは異なる背景を持つ人々を対象に、情報をわかりやすく伝えることを意識するきっか
けになると考えられる。これにより、大学の国際化も促進する効果があると思われる。視聴
者にとっても、動画を視聴することで、その動画を参考に情報発信や新たな取り組みを始め
る動機付けになることも期待できるであろう。ただし、今後、発信した情報を受け手がどの
ように捉えているかを、インターネット上のアンケートサイト SurveyMonkey（https://
www.surveymonkey.com）等のツールを利用した見えない相手（動画視聴者）を対象にし
た調査や、Skype を用いた対面型のインタビュー調査等を行い、検証する必要があると思わ
れる。

4．3．今後の課題
　本実践は、計 8 回という授業回数の中での試みであったが、「ビシケク人文大学紹介動画
制作」という授業内容は学習者から好評を得た。しかしながら、ビシケク人文大学東洋国際
関係学部日本語日本文学科所属の学生は「4 つの専門研究（東洋文献学（歴史学・言語学）、
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異文化間コミュニケーション、国際関係論、国際経済論）のための日本語学習」を行ってい
ることから、学習者からのニーズに配慮しつつ、今後は学習者それぞれの専門性を考慮した
日本語授業をデザインしていく必要があると思われる。
　キルギス国内は、国土のほとんどが山地で、且つ陸路中心の移動手段しかなく、都市間交
通アクセスの状況が悪いという現状がある。そのため、キルギス国内の学習者間の交流の機
会は、毎年 1 回開催されるキルギス共和国日本語弁論大会のみの 1 度しかない。今後、キル
ギスの日本語教育をより充実、発展させるためには、キルギス国内の学習者間で交流する機
会を増やす必要があると思われる。学習者以外にも教師間のネットワークづくりも課題であ
り、直接会って交流する機会は、春季と夏季に行われる日本語教育セミナーの 1 年間に 2 回
のみに限られているのが現状である。その改善策の 1 つとして、今回のような動画制作とい
う手法を用いて、インターネット上での動画上映会等、物理的な移動を必要としない機会の
設置が必要であろう。各機関の教育成果を共有するイベントの開催の検討をキルギス共和国
日本語教師会や日本語教育関係機関に促していきたい。さらには、動画制作手法や「キルギ
ス日本語チャンネル」等の媒体を通じて、キルギスと同様に「孤立環境」にある日本語学習
者や教師とつながり連携することで、世界規模のネットワークの構築にも取り組んでいきた
いと考えている。
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